
 

令和元年度 第４回沖縄県がん診療連携協議会幹事会議事要旨 

 
 
日  時  令和２年１月２４日（金）１４：００～１６：００ 

場  所  管理棟３階 大会議室 

構 成 員  ８名（出席者６名） 

 

（幹事会委員） 

  １０号委員（がんセンター長）       増田 昌人 

 １５号委員（那覇市立病院）       友利 寛文 

１６号委員（沖縄県立八重山病院）    尾﨑 信弘 

１６号委員（北部地区医師会病院）    柴山 順子 

１９号委員（沖縄県立宮古病院）     松村 敏信 

２０号委員（琉球大学医学部総務課長）  金城 不二子 

（欠席者） 

１５号委員（沖縄県立中部病院）     朝倉 義崇 

１９号委員（沖縄県保健医療部）      糸数  公 

（陪席者） 

 沖縄県保健医療部健康長寿課がん対策班  仲里 可奈理 

がんセンター              石川 千穂 

医学部総務課総務第二係         平良 英貴 

 
 
議事要旨・委員一覧 

 

１．令和元年度第３回沖縄県がん診療連携協議会幹事会議事要旨(10月21日開催)について 

増田議長から資料 1に基づき、第 3回幹事会議事要旨（令和元年 10月 21日開催）について説明及

び確認があった。 

 

２．令和元年度第３回沖縄県がん診療連携協議会議事要旨(11月 1日開催)について 

増田議長から資料 2に基づき、第 3回協議会議事要旨（令和元年 11月 1日開催）について説明及

び確認があった。 

 

３．令和元年度３回沖縄県がん診療連携協議会議事録(11月1日開催)について 

増田議長から資料 3に基づき、第 3回協議会議事録（令和元年 11月 1日開催）について説明及び

確認があった。 

 

４．協議会・幹事会・部会委員一覧について 

増田議長から資料4に基づき、前回から委員の変更等はない旨、報告があった。 

 

 

審議事項 

 

１．沖縄県がん診療連携協議会 要項の改正について 

２．沖縄県がん診療連携協議会幹事会 運営に関する申し合わせの改正について 

 増田議長から資料 5及び資料 6に基づき、沖縄県がん診療連携協議会 要項の改正及び沖縄県

がん診療連携協議会幹事会 運営に関する申し合わせの改正について、琉球大学医学部附属病院

の副病院長から選出される、琉球大学医学部附属病院がんセンター運営委員会委員長を協議会委

員へ追加したいとの提案があった。また、増田議長の発言を受け、平良琉球大学医学部総務課総

務第二係長から、病院長がやむを得ない状況で本協議会を欠席する場合に議長代行を務めていた

だくことが目的の１つとなるため、役職名を規程に追記する方法で協議会委員として追加したい

との補足説明があった。 
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資料１



 

３．がんゲノム医療について 

増田議長から、資料 7に基づき、がんゲノム医療について、国の動向や、琉球大学及び沖縄県

内医療機関におけるスケジュール案の説明があり、全国的にがんゲノム医療の症例検討の際にデ

ィスカッションを行えるだけの人材が育成されていないことや、遺伝カウンセラーの確保等が急

務となっているとの説明があった。 

また、尾崎 16号委員から、がんゲノム医療のスケジュール案について、県内医療機関への早

期情報提供について要望があった。 

 

４．がん患者さんの生殖機能温存について 

増田議長から、資料 8 及び当日配布資料「第２回小児・AYA 世代のがん患者に対する妊孕性温

存療法に関する研修会」に基づき、がん患者さんの生殖機能温存について説明があった。 

また、増田議長から、以下２点について、各委員の所属する医療機関への周知及び対応につい

て依頼があった。 

①がん患者に対する妊孕性温存療法について、該当患者へ周知するよう各医療機関で検討いた

だきたい。 

②次年度以降、琉球大学の銘苅桂子周産母子センター長が各医療機関を訪問し、妊孕性温存療

法の講演会を実施する予定であるので、その際は対応いただきたい。 

 

５．令和２年度の協議会・幹事会の開催の日時について 

増田議長から、資料 9に基づき確認があり、以下の日程について再調整を図ることとなった。 

協議会日程：第 3回 11 月 6日が学会と重複するため、11月 6日、11月 13日、11月 20日で調

整を検討する。 

幹事会日程：第1回4月13日を4月20日に変更することについて、本日欠席の朝倉15号委員及び 

糸数19号委員に確認することとなった。 

 

６．令和元年度第３回沖縄県がん診療連携協議会議題調整について 

増田議長から、審議事項についての確認があり、全審議事項とも協議会への議題として承認さ

れた。 

 
 

報告事項 

 

１．研修会の案内 

増田議長から、当日配布資料に基づき、講演会等の案内があった。 
・２月４日（火）がん診療連携拠点病院研修会「胃がん・大腸がんの術後障害と対応」 
・２月８日（土）第２２会タウンミーティング「あなたが住んでいるところのがん医療は大丈夫？

～自分の目とデータで確かめよう～」 
・３月３日（火）がん診療連携拠点病院研修会「緩和ケア等の専門知識・技術の習得のための研

修会」 
・３月１２日（木）「第２回小児・AYA世代のがん患者に対する妊孕性温存療法に関する研修会」 
・３月１３日（金）がん診療連携拠点病院研修会「放射線治療に関する専門的な知識・技術の習

得のための研修会」 
 

２．患者会等よりの報告 

増田議長から資料 11 及び 12に基づき、協議会当日、患者会から報告予定である旨、説明があ

った。 

 

３．がん教育について 

増田議長から、資料 13 基づき、沖縄県教育委員会が国から委託する事業として中学校・高等

学校において保健体育教員によるがん教育を実施したとの報告があった。 

 

 

 



 

４．「都道府県がん診療連携拠点病院連絡会議 情報提供・相談支援部会」について 

５．「都道府県がん診療連携拠点病院連絡会議 緩和ケア部会」について 

増田議長から、資料14及び資料15に基づき、第１３回都道府県がん診療連携拠点病院連絡会議

情報提供・相談支援部会、緩和ケア部会ついて報告があった。 

 

６．沖縄県がん地域連携クリティカルパス適用状況について 

増田議長から、資料 16 に基づき、沖縄県がん地域連携クリティカルパス適用状況について報

告があった。 

 

７．沖縄県がん患者等支援事業の活動報告について 

増田議長から、資料 17 に基づき、沖縄県がん患者等支援事業の活動報告について報告があっ

た。 

 

８．沖縄県地域統括相談支援センターの活動報告について 

増田議長から、資料18に基づき、沖縄県地域統括相談支援センターの活動報告があった。 

 

９．厚生労働省におけるがん関連審議会及び各種会議 

増田議長から、資料 19から資料 28に基づき報告があった。 

 

１０．その他報告 

  松村１９号委員から、県立宮古病院において、次年度から薬剤に追加予算が計上されたことから、

予算の都合上、一部高額な薬剤を購入することができなかった現状から改善されるであろうとの報

告があった。 

 

 

部会報告事項 

 

   増田議長から、協議会当日に部会報告を予定している旨、説明があった。 

 

 

 




